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認
知
症
の
薬
に
つ
い
て
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今
年
度
の
市
の
健
康
診
査
で
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
た
人
は
900
人
で
、
全
体
の
24.1
％
、
４

人
に
１
人
が
高
血
圧
と
い
う
結
果
で
し
た
。

高
血
圧
は
、
血
管
を
傷
つ
け
、
動
脈
硬
化
を
す
す
め
、
心
臓
や
脳
・
腎
臓
に
障
害
を
も

た
ら
し
ま
す
が
、
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
で
動
脈
硬
化
が
す
す
み
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
が
起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
自
覚
症
状
が
現
れ
る
の
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
高
血
圧
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
静
か
な
殺
し
屋
）
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
自
覚
症
状
が
現
れ
て
か
ら
で
は
、
遅
い
の
で
す
。

で
は
、
あ
な
た
は
自
分
の
本
当
の
血
圧
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
知
ら
な
い
間
に
高
血
圧

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

健
康
診
査
で
血
圧
が
高
く
で
る
と
、「
急
い
で
走
っ
て
き
た
か
ら
」「
看
護
師
さ
ん
の
前

で
緊
張
し
た
か
ら
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
方
が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
血
圧
は
、
緊
張

や
運
動
な
ど
で
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
る
と
変
動
し
ま
す
。
本
当
の
血
圧
は
健
診
や
受
診

時
の
血
圧
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
普
段
の
血
圧
を
知
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
。

本
当
の
血
圧
を
知
る
方
法
の
ひ
と
つ
は
、
家
庭
で
血
圧
を
測
る
こ
と
で
す
。
自
宅
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
に
測
る
「
家
庭
血
圧
」
を
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
知
っ

て
い
る
血
圧
は
正
し
い
か
、
ま
た
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
薬
が
効
い
て

い
る
の
か
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
圧
が
気
に
な
る
人
は
、
ぜ
ひ
家
庭
血
圧
を
測
る
な
ど
し
て
、
自
分
の
血
圧
を
知
り
、

大
切
な
血
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
自
分
の

本
当
の
血
圧
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
血
管
を
守
る
た
め
に
〜
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家庭血圧の目標値

認
知
症
に
な
る
と
、「
記
憶
力
」
な
ど
脳
の
力
を
以
前
の
状
態
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
薬
を
継
続
し
て
飲
む
こ
と
で
、
飲
ま
な
い
場
合
と
比
べ
、

病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
約
２
年
で
軽
度
か
ら
中
等
度
へ
進
行
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
、
で
も
ま
さ
か
」
と
い
う
く
ら
い
の
う
ち
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
は
進
行
を
ゆ
っ
く
り
に
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

ま
た
、
家
族
や
周
り
の
人
に
は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
薬
を
飲
み

始
め
て
か
ら
３
か
月
後
、
半
年
後
、
本
人
の
状
態
が
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

は
、
進
行
を
遅
ら
せ
て
い
る

効
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
グ

ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
勝
手
に

薬
を
止
め
る
と
症
状
が
進
む

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
の

で
、
家
族
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
手
助
け
で
本
人
が
飲
み

忘
れ
な
い
よ
う
な
環
境
を
つ

く
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

飲
み
薬
に
は
錠
剤
、
細
粒
、

内
服
ゼ
リ
ー
、
液
体
の
も
の
が

あ
り
、
貼
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま

す
。
薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
の

本
人
の
様
子
を
観
察
し
、
副
作

用
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
医
療
機
関
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

注)

薬
の
適
用
に
つ
い
て
は
医

師
の
判
断
で
あ
り
、
診
察
、

検
査
が
必
要
で
す
。

家庭血圧の測定方法

収縮期
血圧
拡張期
血圧

125
未満
80
未満

135
未満

若年
中年者

高齢者
(65歳以上)

85
未満

軽度 

重度 

時間の経過 時間の経過 

何も治療しない場合 

早めに薬を飲み始めた場合 

「治療したとき」と「治療しないとき」の違い 

薬を勝手に途中で 
止めた場合 

症
状
症
状
の
経
過
経
過 

症
状
の
経
過 

★朝
・起床１時間以内
(朝食前や薬を飲む前）

★夜
・寝る前
(入浴・飲酒の直後は避ける)

※椅子に座って測りましょう
※記録を残しましょう

1日2回



 

「米原市日本語教室で勉強中」
～ロペス・リリアナさん～

お問い合わせ
米原市多文化共生協会事務局
（米原庁舎 人権政策課内）

1５２－６６２９　5５２－４５３９

お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 
お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 

田作りと大豆のごまがらめ 田作りと大豆のごまがらめ 
 

お正月の田作りの余りを上手に利用することが
できます。大豆とからめることで、魚の苦手なお
子さんでも、おいしく食べてもらえるメニューで
す。カルシウム補給にもなりますので、ご家庭で
もぜひ、お試しください。

① 大豆は一晩水につけてもどしておく。
② 大豆の水気を切り、小麦粉をまぶす。
③ 170℃くらいの油で、いわしをさっと揚げ、大豆は２
度揚げし、カリッとさせる

④ 小鍋にたれを作り、揚げた大豆、いわしとごまをから
め、できあがり！

作り方

今回は、米原市多文化共生協会が開催している
日本語教室に昨年の10月から参加されているリ
リアナさん（ボリビア出身）にお話を聞きました。
リリアナさんの出身地・ボリビアは南アメリカ
の中心で、アンデスとアマゾンの国とも言われ、
北と東をブラジル、南をアルゼンチン、南東をパ
ラグアイ、南西をチリ、北西をペルーに囲まれた
内陸国です。ボリビアの面積は日本の約３倍です
が、人口は約10分の１です。「ボリビア中央のコ
チャバンバという文化都市で生まれ、サンタクル
スで生まれ育ちました」とリリアナさん。
日本や米原市の印象について尋ねると、「日本

は街並みがきれいですね。以前は神奈川に住んだ
こともありますが、米原は静かで自然が豊かな印
象です。また、ボリビアの人たちは開放的で陽気、
自由な印象がありますが、日本人は規律正しくて
責任感がある感じがします」と話されました。日
本で暮らすのに一番の障壁はやはり日本語とのこ
とで、特に日本語は文法が難しいと感じておられ
るようです。
「近くに日本語を学べる場所がなかったので、
週１回この教室で学んでいます。仕事で使うとい
う目的もありますが、日本に長く住みたいと思っ
ていますので、今後も継続して受講していきたい
と思います」と語ってくださいました。

材料（4人分）

１月17日（金）の給食

▲米原市日本語教室
で学ばれている
リリアナさん。

たれ

かたくちいわし(田作り用) 16ｇ
大豆(乾燥) 50ｇ
小麦粉　　　　　　　 10ｇ
揚げ油　　　　　　　　 適量

砂糖　　　　　　　大さじ１強　
しょうゆ　　　 大さじ1/２
みりん　　　　 小さじ１
いりごま　　　　　大さじ１弱
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※協会では、日本語教室のボランティアを随時募集しています。


